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《業 種 別 総 括 》 

                           28年 12月 

〔漁 業〕 

・ 12月の総水揚げは、漁獲量は前年を下回り、漁獲金額は前年を上回った。漁獲量は、カレイが

大幅に減少、タラスケソ、毛ガニも減少。漁獲金額はカレイが不漁により価格高騰、昆布も出

荷量増加し漁獲金額を押し上げた。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 浦河町が平成27年度から向別地区で整備している「町いちご向別ハウス団地」の2期工事が完

了し、栽培用ハウス12棟と新品種試験用ハウス2棟の計14棟が完成した。 

・ 日高管内7町でつくる日高町村会、日高軽種馬振興対策推進協議会などは、門別競馬場の施設

改修など、競馬事業の持続的な発展を求める要望書を道に提出した。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～広尾地区）の月中発注額は123百万円で前年と同額となった。 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負

金額)は871百万円で前年を1,181百万円下回った。 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は、3件で前年を2件下回った。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

・ 静内産ミニトマト「太陽の瞳」の平成28年度販売金額は、前年度比約6千万円減の8億6,615万

円となった。今夏の大雨や台風、例年以上に暑い日が続いたことが影響した。 

・ 新ひだか町のブランド牛「みついし牛」について、苫小牧市内の精肉店や焼肉店が通年販売を

本格化させる動きが出てきた。 

〔観光・その他〕 

･ アジアを中心にした外国観光客の訪問が少ない日高、十勝地方の魅力を知ってもらうため香港、 

台湾からの人気ブロガーやメディア関係者が、えりも、様似、浦河の3町を訪れた。 

･ えりも、浦河、様似、広尾の4町が、えりもの緑化事業をテーマにした映画制作に向けて協力 

することで合意した。来年度予算に脚本の制作費約600万円を計上。映画を活用した広域観光 

づくりを進める。 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は前年に比べ、浦河地区、全道ともに前年を上回った。 

〔総 括〕 

・ 漁業は、前年比で漁獲量は減少、漁獲額は増加となっている。漁獲量は昨年豊漁だったカレ 

イが1,343ｔ減少、タラスケソ、毛ガニも減少している。漁獲額は、カレイが不漁で価格高騰、

昆布も出荷量が増え増加している。軽種馬生産業は、閑散期となり動きはない。建設業の月 

中請負金額（北海道建設業信用保証㈱の保証金額）は前年を下回った。食料品販売ではコン 

ビニがクリスマスケーキ等のクリスマス商品で売上を伸ばした。一般小売店では年末商戦展 

開されたが売上は伸び悩みとなった。家電販売はストーブの点検、販売が主体。加湿器の販

売が目立った。衣料販売は高額な冬物衣料の動き鈍く売上は減少している。自動車関連では

修理関係は前年並み、車輌販売は中古車の動きみられたが低調であった。地区内景況は建設

業の工事減少、農業・漁業の不振の影響もあり、個人消費者の買い控えが強まり、地区内景

況は、引き続き鈍い動きとなっている。 
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〔沿岸漁業〕カレイ、タコ、ツブ、毛ガニ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き、タラスケソ漁等。 

   総漁獲量 4,937ｔ・金額 1,625百万円（前年同月比1,208ｔ減・87百万円増) 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

  

  

 

カレイ漁…………… 

 

494ｔ ・  331百万円 

 

( 同  1,343ｔ減  ・  92百万円増 ) 

タコ漁……………… 212ｔ ・   92百万円 ( 同      47ｔ増  ・   3百万円増 ) 

ツブ漁……………… 160ｔ ・   93百万円 ( 同      31ｔ増  ・  18百万円増 ) 

ホッキ漁…………… 64ｔ ・   25百万円 (  同      28ｔ減 ・  8百万円減 ) 

イカ漁……………… 19ｔ ・   21百万円 ( 同       3ｔ増  ・  15百万円増 ) 

底曳き網漁………… 1,580ｔ ・  216百万円 ( 同     75ｔ減  ・   1百万円増 ) 

カニ漁……………… 59ｔ ・ 276百万円 (  同      68ｔ減 ・ 42百万円減 ) 

ウニ漁……………… 

タラスケソ漁……… 

昆布………………… 

8ｔ ・   21百万円 

1,729ｔ  ･  293百万円 

174ｔ ・  223百万円 

(  同      1ｔ増 ・  6百万円増 ) 

( 同     47ｔ減 ・  59百万円減 ) 

( 同    40ｔ増  ・  53百万円増 ) 

その他……………… 438ｔ ･   34百万円 ( 同     231ｔ増  ・   8百万円増 )  

 

・ 12月の総水揚げは、漁獲量は前年を1,208t下回り、漁獲金額は前年を87百万円上回った。漁 

獲量は、カレイ、カニが大幅に減少した。漁獲金額はカレイ、昆布の価格が上昇したため増

加した。日高沿岸秋サケ定置漁業の漁獲量は過去5年で最も多かった前年に比べて51.3％減の

5,366トン、漁獲額は30.3％減の38億4,538万円と振るわなかった。特にえりも漁協は漁獲量

は75.1％減の1,426トン、漁獲高は63.2％減の10億3,608万円と深刻な状態となった。日高中

央漁協は、漁獲量が23.7％減の1,877トンだったが、漁獲高は9.9％増の13億9,100万円と前年

を1億円以上も上回った。えりも沖で毛ガニ漁が本格化しているが、漁獲量は昨年の5割とな

っている。単価は昨年の2倍と例年にない高さとなっている。ロシア産のカニの輸入が減った

ことに伴い、全国的に毛ガニ不足が続き価格が高騰している。 

 （対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 日高管内7町でつくる日高町村会、日高軽種馬振興対策推進協議会などは9日、道営ホッカイド

ウ競馬を開催する門別競馬場の施設改修など、競馬事業の持続的な発展を求める要望書を道に

提出した。4年連続で単年度黒字となる見通しを評価した上で、収益を厩舎などの設備更新や

馬券の売り上げ拡大など、道営競馬の振興に優先的に活用するよう求めた。道は、ホッカイド

ウ競馬の黒字維持と計画的な施設・設備投資を通じ、ホッカイドウ競馬の持続的発展ができる

よう取り組んでいく考えを示した。 

〔畜産業〕 

・黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数 219頭（前年 219頭）金額 24,559万円（同 21,435万円)。  

価格は、子牛が 86万円(前年 67万円)、肥育牛は 129万円(同 115万円)。えりも地区は 10 

ヶ月素牛が出荷頭数 55頭(前年 58頭）金額は 4,583万円（同 3,618万円）。価格は牡が 86 

万円(同69万円) 牝は79万円(同57万円)。国内産牛の出荷頭数の減少により高値での取引 

が続いている。 

〔花き栽培〕  

・12月の花き出荷実績は、140千本、金額 18,112千円（前年 202千本、20,475千円)。 

 

 

 

 

 

〔公共工事〕 

・町発注工事（新ひだか～広尾地区）は、件数 17件、金額 123百万円（前年 10件、123百万 

円）工事発注状況をみると、前年同月比件数は7件上回り、金額は同額となった。 

・日高管内の国・道・町発注公共工事の月中請負金額は、871百万円(北海道建設業信用保証㈱の保証請 

負金額)。前年同月比1,181百万円、57.5％減少した。 

 

〔土木・建設業〕 

・日高振興局林務課は、浦河町野深地区で災害関連緊急治山を実施する。総事業費は約 3億円

と試算。工事は 5件に分けて、いずれも制限付き一般競争で 2017年 2月に公告し、3月に入

札する方針。同地区では 7月 28日の大雨により渓岸が崩壊し、室蘭建管が排土と土のう設置

を実施したが、土砂が再崩壊する恐れがあることから同事業の実施を決めた。 

・日高管内の町所管分公共土木施設災 6次査定結果がまとまった。2町で道路のみ 3カ所、4億

5,164万円。日高町が 2カ所、2億 9,915万円、様似町が 1カ所、1億 5,249万円となってい

る。様似町は幌満大泉線が対象で、復旧延長は 66メートル。 

 

〔建築確認申請〕 

・12月中受付建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は 3件で前年を 2件下回った。 
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〔木 材〕 

・ チップ材の出荷状況(広尾地区）は、数量が918ｔ（前年370ｔ）で前年比148.1％の増加。出

荷金額は16,133千円（同5,693千円）で同比183.4%の増加となった。 

 

〔製 材〕 

・ 建材、プレカット材等は町内外の建築業者や道内外からの受注はやや減少している。 

 

  

 

 
〔卸売業〕 

・野菜・果物は本州産が主体となっている。野菜関係は、12月に入り前年並みに落着いてきたが 

キャベツ、白菜、キュウリは前年比20％、長ネギ、レタス類は同 10％ほど高値となっている。 

玉ネギは、前年比3割ほどの安値となっている。果物類も前年並みに落着いたが、みかん、り 

んごは前年比やや高めとなっている。 

 

〔小売業・飲食業〕 

・ 浦河町内の特産品を格安で販売する「第26回地場産品直売フェア」が4日、浦河第一中体育館で 

開かれ、お歳暮や正月用の農水産物を買い求める客でにぎわった。同フェアは「地産地消」の 

機運を高め、地域の活性化を図る目的で毎年この時期に開催。水産加工業者や農産物生産団体 

ら17店が出店した。 

 

〔観光・その他〕 

・「第47回広尾毛がにまつり」が11日、シーサイドパーク広尾で開かれた。旬の味覚を手に入れ 

 ようと、早朝から多くの人が詰め掛けた。広尾の三大まつりの1つで、直径2メートルの大釜で 

ゆでた毛ガニの販売が目玉。約1万6千人の来場者が長い列をつくった。町商工会青年部では、 

カニ3,500杯を用意。1人で20杯購入する人もいた。商工青年部はタレントの武田真治さん、清 

水町出身のプロサッカー選手の榊翔太さんを招き、祭りを盛り上げた。 

・アジアを中心にした外国観光客の訪問が少ない日高、十勝地方の魅力を知ってもらうため、公 

 益社団法人北海道観光振興機構の国際プロモーション招へい事業として、香港、台湾からの人 

気ブロガーやメディア関係者を招へいしたツアーの一行がえりも、様似、浦河3町を訪れ、自然 

や観光スポットを巡った。香港、台湾で観光情報などを発信し活躍している人気女性ブロガー3 

人のほか、台湾テレビ局が発行する雑誌の記者、香港最大の新聞の編集者の5人が参加した。 

・9割以上が首都圏などで消費されている新ひだか町のブランド牛「みついし牛」について、苫小 

牧市内の精肉店や焼き肉店が通年販売を本格化させる動きが出てきた。生産者で組織するみつ 

いし和牛肥育組合が定める「推奨店」になり、地産地消の拡大を図る。道内での常時販売は地 

元の精肉店などに限られていたが、苫小牧市内の精肉店「ミートフレンズモリ」が26日から販 

売、焼き肉店「金剛園」本店でも来年1月から新メニューとして通年提供する。千歳の精肉店や 

恵庭の小売店も含め、計4店が同組合の推奨店となった。 



 

５ 

 

 

 

〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内（新 冠 町 ～ え り も 町）の倒産は、0件（前年同月1件）。 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は、1件（前年同月1件）。 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は20件(前年同月22件)、負債総額は26億6千万円(同101億2千万円)、倒産件

数は前月比2件減少、前年比で2件減少となった。           （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は710件(前年同月699件)、負債総額は1,716億6千万円（同3,853億5千万円）。 

倒産件数は前月比17件増加、前年比で11件増加となった。 

〔雇 用〕 

・ 12月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.69倍で前年比0.56ポイント増加、前月比でも0.08ポ

イント増加した。有効求人数は1,057人で前年比260人、前月比7人の増加となった。有効求職

者数は624人で前年比84人減少、前月比6人減少となった。全道の月間有効求人倍率は1.09倍

で前年比0.08ポイント増加、前月比0.01ポイント減少した。 

 
 
 
 
 
 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

  
  12／ 3 第52回 金 鯱 賞                       （ＧⅡ） 
       ヤマカツエース 号        （新ひだか町 岡田牧場 殿生産） 
  
  12／ 4 第17回 チャンピオンズカップ                    （ＧⅠ） 
       サウンドトゥルー 号     （新ひだか町 岡田スタッド 殿生産） 
  

12／10 第67回 チャレンジカップ                    （ＧⅢ） 
       マイネルハニー 号          （浦河町 高昭牧場 殿生産） 
 

12／11 第9回 カペラステークス                    （ＧⅢ） 
     ノボバカラ 号         （新ひだか町 萩澤 泰博 殿生産） 
 
12／23 第139回 農林水産省賞典 中山大障害             （Ｊ・ＧⅠ） 

       オジュウチョウサン 号        （平取町 坂東牧場 殿生産） 
   
  12／24 第11回 阪神カップ                       （ＧⅡ） 
       シ ュ ウ ジ 号            （日高町 浜本牧場 殿生産） 

 
（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

 

ホッカイドウ競馬発売成績累年比較 単位：人・万円 

年度 総入場者数 発売金額 
1日当たり 

販売額 
計画対比 前年対比 

2010 378,192 1,129,224 14,115 94.4% 97.8% 

2011 348,128 1,157,137 14,464 102.7% 102.5% 

2012 299,564 1,199,987 14,999 100.1% 103.7% 

2013 271,865 1,401,743 17,743 109.9% 116.8% 

2014 280,187 1,570,669 19,633 112.0% 112.1% 

2015 279,982 1,690,013 21,125 113.5% 107.6% 

2016 267,539 2,035,501 25,443 117.6% 120.4% 

倒産・雇用状況 

その他 
 

ホッカイドウ競馬が18年ぶり売上200億円突破 

2016年度開催は15開催80日間で、203億5,500 

万円余りの売り上げを記録。6年連続の売り上げ

増を記録するとともに、08年以来、18年ぶりの

200億円を超える売り上げで、4年連続の単年度

黒字を確定的なものとした。 
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《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成28年12月現在)                 (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,267 -44 -6 2,581 17 -5 

日 高 町 12,412 -147 6 6,309 -15 -9 

新 冠 町 5,696 -37 0 2,744 12 4 

新 ひ だ か 町 23,425 -341 -19 11,836 -76 -24 

浦 河 町 12,805 -230 -16 6,767 -42 -6 

様 似 町 4,535 -108 -6 2,238 -14 -4 

え り も 町 4,932 -147 2 2,167 -7 7 

日高地区合計 69,072 -1,054 -39 34,642 -125 -37 

広 尾 町 7,178 -128 -11 3,455 -31 0 

大 樹 町 5,735 -28 1 2,676 29 -4 

日高･十勝地区合計 81,985 -1,210 -49 40,773 -127 -41 

札 幌 市 1,947,494 5,662 -211 1,037,733 10,593 -125 

江 別 市 119,182 -335 -99 56,061 469 -54 

石 狩 市 59,190 -12 237 27,180 -9 -185 

北 広 島 市 59,133 -215 -38 27,095 193 -12 

恵 庭 市 69,227 154 6 32,304 507 -3 

千 歳 市 96,384 489 -16 47,894 641 -19 

石狩地区合計 2,350,610 5,743 -121 1,228,267 12,394 -398 

苫 小 牧 市 173,135 -659 -15 87,334 457 -2 

厚 真 町 4,674 -25 2 2,143 18 3 

む か わ 町 8,564 -163 -36 4,318 -60 -15 

胆振地区合計 186,373 -847 -49 93,795 415 -14 

営業区域合計 2,618,968 3,686 -219 1,362,835 12,682 -453 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(平成28年12月) 

 （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月 前  月 

月 間 有 効 求 人 数 1,057 81,572 797 79,278 1,050 87,582 

月間有効求職者数 624 74,640 708 78,304 630 79,653 

月間有効求人倍率 1.69 1.09 1.13 1.01 1.67 1.10 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

３ 建築確認申請(平成28年12月) 

 （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 3 -2 -1 

(新ひだか町～広尾町) 28/4～28/12 累計 90 1  

(資料出所:各市町村) 

 

 



 

７ 

 

 

４ 企業倒産状況(平成28年12月)  
                                      （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 3 0 -21 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 -1 -24 
北 海 道 20 266 -2 -746   
全   国 710 17,166 11 -21,369   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成28年12月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

132,021 3.34 0.84 52,959 4.78 3.76 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 28年12月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 212 0.00 -20.90 

交換金額 359 23.37 11.84 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

12月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 0.4 81.5 116.9 0.2 161.39 102.45 

広   尾 -1.9 132.5 141.7 -0.6 156.99 96.53 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成28年12月) 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 94,568 0.0 45,289 1.3 139,857 0.4 

新ひだか町三石 26,929 -0.7 17,169 3.4 44,098 0.8 

浦 河 町 59,448 1.1 27,679 7.5 87,127 3.0 

様 似 町 24,027 -7.2 11,977 -7.8 36,004 -7.4 

え り も 町 24,851 -4.2 10,672 -6.6 35,523 -5.0 

広 尾 町 34,225 -4.5 15,656 -0.3 49,881 -3.2 

＊ 広尾町は28年11月分                              (資料出所：各町) 

 

 



 

８ 

 

 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくため、農業、林業、

水産業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。今回は、水産関係者によ

る取り組みについて紹介します。 

 

 

○ 日高振興局管内で漁業者になりませんか！ 
〇 北海道では、平成9(1997)年に570万人に達して以降減少に転じ、管内の人口も昭和35(1960)年以降漸減

しているなか、管内の水産業も新卒者の就業率が低下している状態にあります。 

新卒者や新規着業者の不足は、産業の競争力低下や地域の活性活力が低下することから、道や市町村では、

国の事業制度等を活用しながら新規漁業就業者の確保に努めております。 

今回は、道や管内の町による新規漁業就業者の支援事業についてご紹介します。 

○ 道の支援事業 

・ 国の事業制度を活用した「新規漁業就業者総合支援事業」 

   ・ 長期漁業研修支援     ： 研修生の指導者に研修経費を助成 

   ・ 漁業就業促進情報提供   ： ＨＰやパンフレットでの就業情報の提供など 

   ・ 漁業の青年就業準備給付金 ： 研修所における研修生への支援 

※ 事業等詳細については、北海道漁業就業支援協議会(011-280-3007)まで 

・ 道立漁業研修所における各種研修による漁業後継者の育成。 

・ 総合研修(講義・実技・実習・講習等)、潜水技術、一級小型船舶、二級海上無線 

※ 問い合わせは、（一社）北海道水産会(011-271-5051)まで 

 

○ 浦河町（町内に住所を有し、町税滞納のないもの） 

  1) 漁業担い手等支援事業 

・ 漁業後継者 ： 15～40歳未満の漁業経営漁家漁業者の親族、師弟 

・ 漁業希望者 ： 15～50歳未満の新たに漁業に従事する者 

・ 漁業就業者 ： 15～50歳未満の新たに漁業権を取得し就漁する者 

① 新規就業者支援補助金 ： 漁業従事期間中、最大24ヶ月 

② 就業者支度補助金    ： 従事当初のみ（新規就業者除く） 

③ 就業者家賃補助金   ： 漁業従事期間中、最大24ヶ月 

※ 事業等詳細については、浦河町水産商工観光課(0146-22-2311)まで 

 
○ 様似町（町内に住所を有し、町税滞納のないもの） 

1) 新規漁業就漁促進対策事業（町内に住みこんぶ漁業を営もうとする者） 

2) 漁業後継者就漁促進対策事業（町内に住む漁業後継者） 

  ① 研修支援事業   ： 道立漁業研修所研修費、漁家研修、生活支援等 

② 資格取得支援事業 ： 道立漁業研修所で取得できる資格と同種資格の受講料等 

③ 施設整備等事業  ： 漁船取得・入替、倉庫新築・改修等 

※ 事業等詳細については、様似町産業課(0146-36-2113)まで 

 
○ えりも町（町内に住所を有し、町税滞納のないもの等 ） 

1) 漁業後継者育成対策事業 

（町内で漁業に従事する意思のある者「研修修了後1年以内に3年以上漁業に従事」） 

  ① 道立漁業研修所総合研修経費 

※ 事業等詳細については、えりも町産業振興課(01466-2-4624)まで 

 

～問い合わせ先～ 日高振興局産業振興部水産課（TEL:0146-22-9321/FAX:0146-22-7563） 

日高振興局からのお知らせ 

tel:0146-22-9321/FAX:0146-22-7563


 

９ 

 

 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成2９年3月31日(金）まで 
◎ 寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 
◎ 手 数 料  ： 無  料 
◎ 受 取 書  ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 
   
 

※ ひだかしんきん「住宅ローン」キャンペーン中！  
●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 

住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成28年4月1日現在） 
固定金利特約期間 基準金利 優遇金利 当金庫とお取引のある建設

業者のご利用または不動産
業者からのご紹介の場合、
左記の優遇金利より 

▲年0.10％ 

特約期間 3 年 年3.10％ 年0.80％ 
特約期間 5 年 年3.60％ 年1.10％ 
特約期間 7 年 年4.10％ 年1.30％ 
特約期間 10 年 年4.40％ 年1.50％ 
※ 上記お取引金利には、団体信用生命保険（一般・3大疾病保障付）の保険料が含まれています。 
※ 固定金利特約期間終了後も基準金利より年▲1.30％、ただし変動金利を選択された場合は適用されません。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「無担保住宅ローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 

無担保住宅ローン受付金利のご案内（基準金利は平成28年4月1日現在） 
商品名 基準金利(変動金利) 引下げ金利 優遇金利（保証料込） 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険付） 3.68％ ▲1.55％ 2.13％ 
無担保住宅ローン（団体信用生命保険無） 3.28％ ▲1.55％ 1.73％ 

※ 保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料は上記のお取引金利に含まれています。 
※ 団体信用生命保険付のお取引金利には、保険料が含まれています。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきん「リフォームローン」キャンペーン中！ 
●取扱期間 平成28年4月1日（金）～平成29年3月31日（金） 

変動金利型  基準金利3. 80％（基準金利は平成28年4月1日現在）→優遇金利2.00％ 

優遇条件に該当で基準金利より年1.80％優遇 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
◎優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 
 

※ ひだかしんきんフリーローン『アクア』新登場！ 

●取扱開始 平成２９年２月１日（水） 
お使いみち 自由（但し、事業性資金を除く） 

ご融資金額 １０万円以上８００万円以内 ※専業主婦の方は５０万円以内 

ご融資期間 ６ヵ月以上１０年以内（１ヵ月単位） 

ご融資利率 年3.5％、年5.5％、年7.5％、年9.5％、年11.5％、年13.5％のいずれか 

連帯保証人 原則不要です ※オリックス・クレジットの保証が受けられる方 

※ 詳しくは、窓口または担当の営業係りにおたずねください。 
※ 審査の結果、ご希望に添えないこともございます。予めご了承ください。 
※ パソコン・スマートフォンからも２４時間受け付けております。 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日9：00～19：00  

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 

 


